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第１回区域会議要望事項補足（初期メニュー関係） 

▶保険外併用療養の拡充 

▶公設民営学校 

・早期の事業公募開始、開設に向けた調整を 

・大胆な法人税の軽減とその先行実施 

・地方税を減免した際の国税における所要の措置 
１ 

・能力と実績、意欲のある一定の特定機能病院に拡充 

・世界初の医薬品等や薬事申請から承認までの期間も対象に。まずは、国内承認済み 

 医薬品等の適用外使用や低リスク医療機器などについて審査の大幅な迅速化を 

・次期国会での法案成立に向けさらなる努力を 

▶雇用労働相談センター 

▶税 制 

▶病床規制にかかる医療法の特例 
・国立大学病院等の病床規制に関する厚生労働大臣協議手続きの簡素化を 

・立入権限や罰則規定について、国家特区法令上の位置づけについても検討を 

▶外国人滞在施設経営事業 



▶医療分野  

２ 

・最先端医療迅速評価制度における再生医療の専門評価体制をはじめ医薬品、医療機器
に関する相談、審査、調査機能の東京一極集中の改革 

▶外国人（企業）による創業ワンストップ機能の強化 

・創業準備のための在留資格の拡大等、各種手続きのワンストップ強化 

▶次世代エネルギーの普及等【新規】 

・水素ステーション整備における公共空間の活用のための道路法、都市公園法等の緩和 

・小型水素充填車を活用した水素デリバリー構築のための一般高圧ガス保安規則等の緩和 

・世界最大級の大型蓄電池等試験評価施設の利用促進に向けた一時保管や危険物積載
車両通行に関する規制緩和 

▶ 「より良質なサービス」を提供するタクシーの規制緩和【新規】 

・安全面、接遇面、労働環境など一定水準を上回る優良なタクシー事業者の運賃や台数
に関する規制緩和 

追加に向け検討すべき規制改革事項、追加提案等 

・新医薬品承認取得後の初回調査に係るGMP調査の実施権限の大阪府への移譲【新規】 

・遺伝子治療におけるカルタヘナ法の規制緩和を 
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